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原

豊

二

（
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
）

摘

要

近
年
、
鹿
島
本
家
（
米
子
市
立
町
）
か
ら
和
歌
関
連
資
料
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
幕
末
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て

の
米
子
地
域
の
歌
壇
の
状
況
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
既
存
の
資
料
と
合
わ
せ
て
、
幕
末
・
明
治
の
米
子
歌
壇
の
あ
り
様
を
再
検
討
し
、
近
世
末
期
の

地
方
歌
壇
の
実
態
を
具
体
的
に
提
示
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

米
子
歌
壇
、
鹿
島
本
家
、
類
題
和
歌
集
、
小
谷
古
蔭
、
黒
沢
翁
満
、
長
沢
伴
雄

一
、
は
じ
め
に

本
稿
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て
の
城
下
町
米
子
の
和
歌
事
情
に
つ
い

て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
米
子
の
和
歌
事
情
に
つ
い
て
は
、
既
に

『
米
子
市
史
（
旧
（
１
）

版
）』、『
鳥
取
県
（
２
）

史
』
に
お
お
ま
か
な
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
、

近
年
、
鹿
島
本
家
（
米
子
市
立
町
）
か
ら
多
く
の
和
歌
関
連
資
料
が
出
て
き
た
こ

と
、
ま
た
関
連
す
る
資
料
の
翻
刻
・
影
印
刊
行
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
が
進
ん

だ
こ
と
に
よ
り
、
米
子
歌
人
の
新
た
な
姿
を
見
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
よ
っ

て
、
こ
こ
に
幕
末
の
米
子
歌
人
の
あ
り
様
を
改
め
て
示
し
、
近
世
末
期
の
地
方
歌

壇
の
一
考
察
と
し
た
い
と
思
う
。【
写
真
１
】

二
、
類
題
和
歌
集
に
見
ら
れ
る
米
子
歌
人
た
ち

近
世
後
期
に
、
歌
題
ご
と
に
詠
歌
を
分
類
し
た
「
類
題
和
歌
集
」
が
広
く
編
纂

さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
地
方
に
住
ま
う
人
物
の
詠

歌
も
多
く
載
せ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
「
類
題
和
歌
集
」
群
が
、
地
方
歌
壇
の
発
展

の
一
翼
を
担
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
中
で
も
、
加
納
諸
（
３
）

平
の
編
『
類
題
鰒
玉
（
４
）

集
』
は
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

歌
集
で
あ
る
。「
類
題
和
歌
集
」
の
編
纂
の
多
く
は
、
国
学
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て

山
陰
研
究
（
第
三
号
）
二
〇
一
〇
年
十
二
月

－２５４－
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お
り
、
加
納
諸
平
も
そ
の

一
人
で
あ
っ
た
。『
類
題
鰒

玉
集
』
は
、
文
政
十
一
年

（
一
八
二
八
年
）
の
初
編
を

か
わ
き
り
に
、
全
七
編
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
、
米
子
の
歌
人
が
登

場
す
る
の
は
、
二
編
か
ら

と
な
る
。
以
下
、『
鰒
玉
集

作
者
姓
名
録
』（
天
保
十
二

年
（
一
八
四
一
年
）
刊
）

ま
た
『
鰒
玉
集
五
編
作
者

姓
名
録
』（
弘
化
二
年
（
一

八
四
五
年
）
刊
）
な
ど
を

参
考
に
し
て
、
米
子
の
歌

人
た
ち
を
こ
の
集
か
ら
ま

ず
追
っ
て
み
た
い
。

『
鰒
玉
集
作
者
姓
名
録
』
の
二
編
の
部
に
は
、「
武
彦

伯
耆
米
子
医
師

中
林

玄
備
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
林
武
彦
で
あ
る
が
、
続
く
三
編
か
ら
六
編
ま

で
立
て
続
け
に
そ
の
詠
歌
が
採
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
分
野
で
は
先
駆
的
か
つ
中

心
的
な
活
動
を
し
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。『
鰒
玉
集
作
者
姓
名
録
』
な

ら
び
に
『
鰒
玉
集
五
編
作
者
姓
名
録
』
は
、
編
纂
方
針
と
し
て
前
編
ま
で
の
既
出

者
を
掲
載
し
な
い
の
で
、
中
林
武
彦
の
場
合
も
後
の
「
作
者
姓
名
録
」
へ
の
記
載

は
な
い
が
、
そ
の
詠
歌
は
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
な
お
、『
類
題
鰒
玉
集
』
の

二
編
の
刊
行
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
年
）、
ま
た
三
編
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六

年
）
の
刊
行
で
あ
る
。

『
類
題
鰒
玉
集
』
に
お
い
て
は
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
年
）
刊
行
の
四
編
以

降
、
米
子
の
歌
人
が
急
増
す
る
。『
鰒
玉
集
作
者
姓
名
録
』
の
四
編
の
部
に
は
、
次

の
通
り
あ
る
。

正
年

伯
耆
米
子
神
主

門
脇
貢

重
正

伯
耆
米
子

鹿
島
次
輔

重
矩

伯
耆
米
子
神
主

門
脇
愛
之
助

千
占

伯
耆
米
子
侍
医

西
村
台
重

豊
秋

伯
耆
米
子

後
藤
定
三
郎

喜
宣

伯
耆
米
子
勝
田
神
主

佐
々
木
文
之
進

重
尚

伯
耆
米
子

鹿
嶋
猪
三
郎

安
嗣

同

同

医
師

中
林
作
太
郎

常
之

伯
耆
米
子
医
師

片
尾
安
長

既
に
「
姓
名
録
」
に
記
載
の
あ
る
中
林
武
彦
を
加
え
る
と
、
こ
の
四
編
に
お
い

て
十
人
の
人
物
の
詠
歌
が
入
集
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
鹿
島
重
正
（
一
八

一
六
〜
一
八
五
七
）
は
、『
鰒
玉
集
作
者
姓
名
録
』
三
編
の
編
者
と
も
な
っ
て
お
り
、

こ
う
し
た
類
題
和
歌
集
に
ま
つ
わ
る
活
動
に
深
く
関
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
四
編
の
編
集
が
飯
田
年
平
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
因
幡
・
伯
耆
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た
事
業
と
し
て
こ
の
編
集
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
米
子
の

豪
商
で
も
あ
っ
た
鹿
島
重
正
の
資
金
的
援
助
と
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
の
米
子
歌

人
の
入
集
の
急
増
を
関
連
さ
せ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
鹿
島
重
正
は
、「
作
者
姓
名
録
」

の
編
集
・
刊
行
を
行
う
こ
と
が
、
自
ら
の
住
ま
う
米
子
歌
壇
の
繁
栄
へ
と
結
び
つ

く
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
鹿
島
重
正
は
鹿
島
分
家
三
代
目
で
、「
翠
の
屋
」

写真１ 現在の鹿島本家（米子市立町）
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と
号
し
、
墓
は
米
子
市
寺
町
の
心
光
寺
に
あ
る
と
い
（
５
）

う
。

続
く
『
類
題
鰒
玉
集
』
五
編
は
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
年
）
の
刊
行
で
あ
る
。

『
鰒
玉
集
五
編
作
者
姓
名
録
』
に
は
次
の
通
り
あ
る
。

か
め
子

伯
耆
米
子

近
藤
周
助
妻

秀
興

伯
耆
米
子

三
好
久
五
郎

秀
顕

伯
耆
米
子

三
好
吉
十
郎

載
親

伯
耆
米
子

門
脇
志
賀
之
丞

常
蕃

同

米
子

近
藤
宇
八
郎

秀
篤

伯
耆
米
子

三
好
才
五
郎

長
智

伯
耆
米
子

鹿
島
次
郎
右
ェ
門

喜
昌

伯
耆
米
子
勝
田

佐
々
木
豊
後
守

隆
尚

伯
耆
米
子
医
師

片
尾
泰
蔵

「
姓
名
録
」
の
既
出
者
で
あ
る
鹿
島
重
正
、
中
林
武
彦
、
門
脇
重
矩
、
鹿
島
重
尚
、

西
村
千
占
に
、「
姓
名
録
」
に
遺
漏
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
米
子
の
歌
人
、
佐
々
木

喜
（
６
）

蔭
を
加
え
る
と
、
十
五
人
を
数
え
る
。
う
ち
、
鹿
島
長
智
は
鹿
島
本
家
五
代
目
、

本
居
大
平
門
下
の
人
で
あ
（
７
）

る
。

六
編
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
年
）
の
刊
行
で
あ
る
が
、「
作
者
姓
名
録
」
が
編

纂
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
六
編
の
う
ち
米
子
の
歌
人
と
思
わ
れ
る
人
物
は
、

門
脇
重
矩
、
三
好
秀
顕
、
鹿
島
重
尚
、
中
林
武
彦
、
中
林
古
樹
、
門
脇
重
固
、
三

好
秀
篤
、
喜
蔭
（
佐
々
木
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
門
脇
重
固
で
あ
る
が
、
後
に

述
べ
る
鹿
島
本
家
か
ら
の
新
出
資
料
に
そ
の
名
が
あ
り
、
こ
れ
も
米
子
の
歌
人
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
七
編
は
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
年
）
の
刊
行
、
こ
れ
も
「
作

者
姓
名
録
」
は
な
い
。
三
好
秀
興
、
鹿
島
重
好
、
佐
々
木
喜
蔭
、
中
林
古
樹
、
鹿

島
重
尚
の
名
が
見
受
け
ら
れ
る
。
八
編
は
編
者
の
加
納
諸
平
の
死
に
よ
っ
て
、
刊

行
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
稿
本
が
岡
山
の
正
宗
文
庫
に
あ
る
と
い（
８
）

う
。
米
子
の
歌
人
の

名
が
あ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
未
見
で
あ
る
。

次
に
、
長
沢
伴
（
９
）

雄
の
編
『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
を
見
て
い
き
た
い
。
こ
れ
は
、

初
編
か
ら
五
郎
集
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
関
連
書
と
し
て
『
鴨
川
集
詠

史
歌
集
』
初
編
な
ら
び
に
二
編
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、「
作
者
姓
名
録
」

が
附
属
さ
れ
て
い
る
。

附
属
の
「
作
者
姓
名
録
」
か
ら
編
ご
と
に
そ
の
記
述
を
並
べ
る
。

初
編
（
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
年
）
刊
行
）

喜
蔭

伯
耆
米
子

佐
々
木
出
羽
守

古
樹

伯
耆
米
子

中
林
元
亭

次
郎
集
（
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
年
）
刊
行
）

な
し

三
郎
集
（
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
年
）
刊
行
）

重
好

伯
耆
米
子

鹿
島
伊
右
衛
門

四
郎
集
（
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
年
）
刊
行
）

友
愛

伯
耆
米
子

大
谷
恵
左
衛
門

日
孝

伯
耆
米
子

実
成
寺

重
好

鹿
嶋

貫
一

伯
耆
米
子

山
田
泰
治

兼
烈

因
幡
藩

伯
耆
米
子
住

大
谷
兼
烈

古
樹

中
林

常
之

伯
耆
米
子

片
岡
安
肇

秀
興

伯
耆
米
子

三
好
久
五
郎

－２５２－
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秀
年

同
人
男

三
好
慶
三
郎

五
郎
集
（
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
年
）
刊
行
）

日
孝

実
成
寺

長
行

伯
耆
米
子

鹿
嶋
次
郎
左
衛
門

古
樹

中
林

こ
の
う
ち
、
鹿
島
重
好
（
一
八
三
〇
〜
一
八
九
二
）
は
下
鹿
島
家
二
代
目
の
重

意
の
四
男
で
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
年
）
に
分
家
し
て
岩
倉
町
に
住
み
、「
岩
鹿
」

と
称
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
町
年
寄
を
務
め
、
維
新
後
は
島
根
県
初
の
県
会
議
員

と
な
る
。
墓
は
寺
町
の
心
光
寺
に
あ
る
と
い（
１０
）

う
。
同
様
に
、
日
孝
は
実
成
寺
（
米
子

市
寺
町
）
の
二
十
一
世
で
、
豊
運
院
日
孝
上
人
と
い
わ
れ
る
。
明
治
十
三
年
（
一

八
八
〇
年
）
九
月
十
日
、
遷
化
す（
１１
）

る
。
ま
た
、
鹿
島
長
行
は
鹿
島
本
家
九
代
目
で
あ

（
１２
）

る
。
と
も
あ
れ
『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
に
お
い
て
も
、
米
子
歌
人
た
ち
は
四
郎
集
を

中
心
に
一
定
の
活
躍
を
し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
方
、『
鴨
川
集
詠
史
歌
集
』
の
方
は
ど
の
よ
う
だ
ろ
う
か
。
同
じ
く
編
ご
と
に

並
べ
て
み
る
。

初
編
（
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
年
）
刊
行
）

古
樹

伯
耆
米
子

中
林
元
亭

二
編
（
編
纂
は
同
時
期
だ
が
、
遅
れ
て
大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）
に
活
字

本
に
て
刊
行
さ
れ
る
。）

重
好

伯
耆
米
子

鹿
島
伊
右
衛
門

武
彦

伯
耆
米
子

中
林
玄
備

古
樹

伯
耆
米
子

中
林
元
亭

秀
興

伯
耆
米
子

三
好
久
五
郎

続
け
て
、
他
の
「
類
題
和
歌
集
」
を
み
て
み
よ
う
。『
類
題
採
風
集
』
は
、
黒
沢

翁
（
１３
）

満
の
編
で
こ
れ
も
全
巻
に
「
作
者
姓
名
録
」
が
附
属
さ
れ
て
い
る
。

初
編
（
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
年
）
刊
行
）

な
し

二
編
（
安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）
刊
行
）

日
孝

伯
州
米
子

実
成
寺

友
愛

伯
州
米
子

大
谷
恵
右
衛
門

知
方

伯
州
米
子

森
雅
楽

長
行

伯
州
米
子

鹿
嶋
治
郎
右
衛
門

道
可

伯
州
米
子

墨
屋
孫
右
衛
門

重
好

伯
州
米
子

鹿
島
伊
左
衛
門

秀
興

伯
州
米
子

三
好
久
五
郎

秀
年

同

三
好
慶
三
郎

初
編
に
は
米
子
の
歌
人
は
見
ら
れ
な
い
が
、
二
編
に
は
八
人
の
名
が
残
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
鹿
島
長
行
に
よ
る
『
類
題
採
風
集
』
へ
の
寄
稿
に
関
す
る
資
料

が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
後
で
述
べ
た
い
。

『
類
題
稲
葉
集
』
は
中
島
宜
（
１４
）

門
の
編
で
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
年
）
の
編
集
、

安
政
三
年
（
一
八
五
六
年
）
の
刊
行
で
あ
る
。「
作
者
姓
名
録
」
は
な
い
。
米
子
の

歌
人
で
は
、
中
林
武
彦
、
片
尾
常
之
、
中
林
古
樹
、
鹿
島
重
尚
、
門
脇
重
矩
、
鹿

島
重
好
、
村
瀬
鎮
喜
、
三
好
秀
年
、
実
成
寺
日
孝
、
喜
蔭
（
佐
々
木
）、
秀
興
（
三

好
）
が
歌
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、『
出
雲
国
名
所
歌（
１５
）

集
』
は
富
永
芳
（
１６
）

久
の
編
で
、

初
編
が
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
年
）、
二
編
が
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
年
）
に
刊
行
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さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
「
作
者
姓
名
録
」
は
な
い
。
初
編
に
鹿
島
重
尚
、
鹿
嶌
重

正
、
ま
た
二
編
に
三
好
秀
興
の
詠
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
米
子
市
史

（
旧
版
）』
に
は
他
に
片
尾
虎
之
、
近
藤
常
徳
な
る
人
物
の
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
出
典
な
ら
び
に
人
物
と
も
に
不
明
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
記
し
て
お
く
。

こ
こ
ま
で
挙
げ
た
「
類
題
和
歌
集
」
等
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
刊
行
さ
れ
た
も

の
に
限
っ
て
の
話
と
な
っ
て
い
る
。
歌
集
に
寄
稿
し
、
選
ば
れ
て
掲
載
さ
れ
る
わ

け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
内
容
は
と
も
か
く
と
し
て
、
実
際
は
そ
の
数
十
、
数
百
倍

の
歌
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
も
刊
行
さ
れ

た
資
料
に
拠
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
版
本
に
な
る
以
前
の
歌
壇
の
資

料
に
つ
い
て
は
整
理
が
着
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
こ
ま
で
は
、

あ
る
意
味
に
お
い
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
結
果
）
の
資
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
否

め
な
い
わ
け
で
あ
る
。

三
、
鹿
島
本
家
和
歌
資
料
か
ら

鹿
島
本
家
か
ら
和
歌
に
関
わ
る
資
料
十
数
点
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
近
年
の
こ

と
で
あ
る
。
郷
土
史
家
の
船
越
元
四
郎
氏
が
作
成
し
た
手
書
き
の
目
録
が
残
さ
れ

て
あ
る
の
で
、
従
前
に
こ
れ
ら
の
資
料
は
船
越
氏
に
よ
っ
て
閲
覧
さ
れ
て
い
た
わ

け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
資
料
一
括
が
二
〇
〇
八
年
十
一
月
に
米
子
市
教

育
委
員
会
に
寄
贈
さ
れ
、
山
陰
歴
史
館
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
調
査
状
況

が
好
転
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
う
ち
多
く
は
写
本
で
あ
り
、
全
く
の
新
し
い
資

料
で
あ
っ
た
の
で
、
稿
者
な
ど
は
大
い
に
喜
ん
だ
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
従
前
の

米
子
歌
壇
に
対
す
る
見
方
を
い
く
ら
か
で
も
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ

た
の
で
、
調
査
を
開
始
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
は
鹿
島
本
家
よ
り
山
陰
歴
史
館
に
寄
贈
さ
れ
た
和
歌
資
料
の
う

ち
写
本
で
あ
る
も
の
十
五
点
を
挙
げ
、
簡
単
に
そ
の
書
誌
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

①
『
ゆ
め
の
詠
』

【
教
育
委
員
会
整
理
番
号
】
二
二
一
【
丁
数
】
八
丁
【
大
き
さ
】
縦
二
五
・
九
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
【
冊
数
】
一
冊
【
備
考
】
表
紙

に
「
弥
生

由
免
の
詠

初
篇

會
林
重
篤
持
」
と
あ
る
。
ま
た
、
末
尾
に
「
え

り
う
た
猶
あ
れ
と
折
ふ
し
哥
用
畧
之
」
と
あ
る
。
歌
人
と
し
て
、
重
棋
、
重
昌
、

長
寿
、
重
篤
、
豊
隆
、
長
孝
の
六
名
の
名
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
長
寿
は
鹿
島
本
家

の
十
代
目
で
あ（
１７
）

る
。
全
十
二
番
の
歌
合
に
加
え
一
首
、
続
い
て
「
え
り
う
た
」
八
首

を
載
せ
る
。
収
録
歌
の
一
つ
に
は
、「
左

海
上
霞
」
と
し
て
「
弓
か
濱
お
し
明
か

た
の
三
保
か
崎
果
な
き
浪
も
霞
出
す
か
な

重
棋
」
な
ど
と
あ
り
、
そ
の
判
詞
に

は
「
よ
ろ
し
」
と
あ
る
。
こ
う
し
た
弓
ヶ
浜
や
美
保
関
の
よ
う
に
地
域
を
詠
ん
だ

も
の
も
あ
り
、
興
味
深
い
。

②
『
歌
合
』

【
教
育
委
員
会
整
理
番
号
】
二
二
二
【
丁
数
】
九
丁
【
大
き
さ
】
縦
二
九
・
八
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
一
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
【
冊
数
】
一
冊
【
備
考
】
歌
人

と
し
て
日
孝
、
兼
烈
、
重
固
、
豊
正
、
常
之
、
重
好
、
建
比
古
、
兼
利
、
長
行
の

九
名
の
名
が
あ
る
。
末
尾
に
「
十
一
月
十
日
午
わ
か
こ
と
し

古
蔭
」
の
記
述
が

あ
る
。「
古
蔭
」
は
小
谷
古（
１８
）

蔭
で
、
歌
合
の
判
者
も
古
蔭
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

全
十
五
番
の
歌
合
に
加
え
、「
え
り
う
た
」
七
首
を
載
せ
る
。
な
お
、
他
の
短
冊
資

料
な
ど
の
筆
跡
か
ら
見
て
、
十
五
番
の
歌
の
判
詞
の
部
分
と
「
え
り
う
た
」
の
部

分
二
葉
す
べ
て
は
、
古
蔭
自
筆
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
小
谷
古
蔭
自
筆
資
料
と
す

れ
ば
、
歌
合
の
実
施
や
書
写
な
ど
、
そ
の
経
緯
も
含
め
て
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

【
写
真
２
】
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③
『
無
題
歌
合
集
』

【
教
育
委
員
会
整
理
番
号
】
二
三
二
、
二
三
三
【
丁
数
】
一
〇
二
丁
【
大
き
さ
】

縦
二
八
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
〇
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
【
冊
数
】
一
冊

【
備
考
】
外
題
、
内
題
が
と
も
に
な
い
た
め
、
仮
に
『
無
題
歌
合
集
』
と
し
て
い
る
。

嘉
永
六
年
十
月
か
ら
同
八
年
正
月
ま
で
の
歌
会
を
記
録
し
て
い
る
。
筆
跡
か
ら
鹿

島
長
行
の
書
写
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
別
に
項
を
立
て
て
説

明
し
た
い
。【
写
真
３
】

④
『
採
風
集
二
編
料
』

【
教
育
委
員
会
整
理
番
号
】
二
三
一
【
丁
数
】
二
二
丁
【
大
き
さ
】
縦
二
八
・
二

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
〇
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
【
冊
数
】
一
冊
【
備
考
】
筆

跡
か
ら
鹿
島
長
行
の
書
写
と
考
え
ら
れ
る
。
表
紙
に
「
黒
澤
翁
満
大
人
撰

採
風

集
二
編
料

は
ゝ
き
の
国
米
子

鹿
島
治
郎
右
衛
門

長
行

上
」
と
あ
る
。
こ

れ
は
鹿
島
長
行
が
『
類
題
採
風
集
』
二
編
に
寄
稿
し
た
そ
の
資
料
で
あ
ろ
う
。
全

て
鹿
島
長
行
の
詠
歌
と
考
え
ら
れ
る
。
本
写
本
に
収
め
る
和
歌
は
二
百
二
十
首
で

あ
る
が
、
最
終
的
に
『
類
題
採
風
集
』
二
編
に
採
録
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
う
ち
わ

ず
か
五
首
に
過
ぎ
な
い
。
単
純
計
算
し
て
、
採
録
率
二
・
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

り
、
採
録
さ
れ
る
こ
と
の
厳
し
さ
が
理
解
で
き
る
。
本
写
本
の
詞
書
に
は
「
出
雲

の
国
造
殿
御
賀
に
」「
西
行
上
人
六
百
五
十
四
忌
寄
花
懐
旧
と
い
ふ
こ
と
を
」「
重
好

け

る

の
母
の
身
ま
か
り
�

�
給
ふ
時
」「
重
好
ぬ
し
出
雲
の
国
造
か
旅
宿
し
け
る
に
」「
萩
園
翁

霊
を
改
し
夏
懐
旧
と
い
ふ
事
を
」「
古
蔭
ぬ
し
五
月
は
か
り
帰
国
せ
ら
れ
け
る
お
礼

に
」
な
ど
と
あ
っ
て
、
興
味
深
い
。「
出
雲
の
国
造
」
は
、『
類
題
採
風
集
』
の
刊

行
さ
れ
た
安
政
四
年
に
お
い
て
は
、
千
家
尊
孫
で
あ
り
、
国
造
家
と
の
関
わ
り
を

考
え
る
べ
き
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
鹿
島
重
好
の
母
の
死
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
西
行
そ
の
人
は
一
一
九
〇
年
の
没
、「
萩
園
翁
」
と
い
う
の
は
国

学
者
の
夏
目
甕
麿
（
一
七
七
三
〜
一
八
二
二
）
で
加
納
諸
平
の
父
に
当
た
る
。
さ

写真２ 『歌合』（鹿島本家旧蔵）

写真３ 『無題歌合集』（鹿島本家旧蔵）
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て
、
本
写
本
の
表
紙
裏
に
は
「
古
樹
下
見
○白
印
廿
八
首
ヤ
リ
タ
リ
十
月
頃
に
は
出

来
可
し
」
と
あ
り
、
米
子
の
中
林
古
樹
が
和
歌
の
選
定
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。（「
十
月
頃
」
云
々
と
あ
る
が
、
こ
の
時
に
具
体
的
に
何
が
で
き
る
の
か
は
不

明
。『
採
風
集
』
の
刊
行
の
こ
と
を
言
う
か
。）
実
際
に
本
写
本
の
和
歌
の
下
部
に

は
、
ち
ょ
う
ど
二
十
八
箇
所
に
○白
印
が
付
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
記
述
の
裏
付
け
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
○白
印
以
外
に
も
和
歌
の
上
部
に
は
○
印
と
△
印
が
付
さ
れ
て

お
り
、
和
歌
の
評
価
を
複
数
の
人
物
が
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、「
類

題
和
歌
集
」
へ
の
寄
稿
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
知
り
得
る
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。

【
写
真
４
】

⑤
『
春
の
部

詠
草
上
』

【
教
育
委
員
会
整
理
番
号
】
二
二
三
【
丁
数
】
一
二
丁
【
大
き
さ
】
縦
二
六
・
七

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
八
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
【
冊
数
】
一
冊
【
備
考
】
詠

者
・
筆
者
と
も
に
不
明
で
あ
る
。
詞
書
の
一
つ
に
は
「
明
王
院
の
花
見
に
ま
か
り

て
社
頭
花
と
い
ふ
題
に
て
」
と
あ
る
。
明
王
院
は
大
津
市
の
寺
院
の
こ
と
を
指
す

か
。
ま
た
、
他
の
詞
書
に
「
元
勝
田
へ
花
見
に
ま
か
り
て
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、

米
子
市
勝
田
の
勝
田
神
社
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
「
佐
々
木
某
の
御
も
と
に

て
桃
桜
を
よ
め
る
」「
門
脇
の
庭
の
桜
を
よ
め
る
」
な
ど
と
あ
る
が
、
佐
々
木
も
門

脇
も
米
子
の
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
よ
っ
て
、
そ
の
伝
来
や
内
容
か
ら
、

米
子
の
人
物
に
よ
る
歌
集
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
⑤
か
ら
⑩
ま
で

は
つ
れ
で
あ
り
、
筆
跡
も
同
筆
で
あ
る
。

⑥
『
春
の
部

詠
草
下
』

【
教
育
委
員
会
整
理
番
号
】
二
二
四
【
丁
数
】
八
丁
【
大
き
さ
】
縦
二
六
・
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
八
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
【
冊
数
】
一
冊

⑦
『
夏
の
部

詠
草
』

【
教
育
委
員
会
整
理
番
号
】
二
二
五
【
丁
数
】
一
九
丁
【
大
き
さ
】
縦
二
六
・
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
八
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
【
冊
数
】
一
冊

⑧
『
秋
の
部

詠
草
』

【
教
育
委
員
会
整
理
番
号
】
二
二
六
【
丁
数
】
二
七
丁
【
大
き
さ
】
縦
二
六
・
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
八
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
【
冊
数
】
一
冊

⑨
『
恋
の
部

詠
草
』

【
教
育
委
員
会
整
理
番
号
】
二
二
七
【
丁
数
】
三
丁
【
大
き
さ
】
縦
二
六
・
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
八
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
【
冊
数
】
一
冊

写真４ 『採風集二編料』（鹿島本家旧蔵）
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⑩
『
雑
の
部

詠
草
』

【
教
育
委
員
会
整
理
番
号
】
二
二
八
【
丁
数
】
一
〇
丁
【
大
き
さ
】
縦
二
六
・
三

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
八
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
【
冊
数
】
一
冊

⑪
『
和
歌

長
行
』

【
教
育
委
員
会
整
理
番
号
】
二
三
六
【
丁
数
】
四
五
丁
【
大
き
さ
】
縦
八
・
〇
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
【
冊
数
】
一
冊

⑫
『
和
歌
雑
集
』

【
教
育
委
員
会
整
理
番
号
】
二
三
七
【
丁
数
】
二
七
丁
【
大
き
さ
】
縦
八
・
〇
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
七
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
【
冊
数
】
一
冊

⑬
『
甲
寅
夏

採
風
集
二
編
料

詠
草
』

【
教
育
委
員
会
整
理
番
号
】
二
四
〇
【
丁
数
】
一
三
丁
【
大
き
さ
】
縦
一
三
・
三

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
八
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
【
冊
数
】
一
冊
【
備
考
】
表

紙
に
「
甲
寅
夏

採
風
集
二
篇
（
朱
）

詠
草

国
所
（
朱
）

鹿
嶋
（
朱
）

長
行
上
（
朱
）

御
印
可
下
候
」
と
あ
る
。「
甲
寅
」
は
安
政
元
年
（
一
八
五
四
年
）

で
あ
る
。
こ
れ
も
、
④
と
同
様
に
鹿
島
長
行
の
『
類
題
採
風
集
』
へ
の
寄
稿
に
関

わ
る
資
料
で
あ
る
。

⑭
『
神
道
教
説
集
』

【
教
育
委
員
会
整
理
番
号
】
二
四
一
【
丁
数
】
四
九
丁
【
大
き
さ
】
縦
一
二
・
七

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
七
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
【
冊
数
】
一
冊
【
備
考
】
外

題
・
内
題
と
も
に
な
い
た
め
、
内
容
か
ら
仮
に
『
神
道
教
説
集
』
と
し
た
。
神
道

関
係
の
和
歌
集
と
考
え
ら
れ
る
。
千
家
尊
福
の
詠
歌
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

宗
忠
大
明
神
（
黒
住
教
）
関
係
の
記
載
も
あ
る
。

⑮
『
和
歌
草
稿

全
』

【
教
育
委
員
会
整
理
番
号
】
二
四
四
【
丁
数
】
九
丁
【
大
き
さ
】
縦
一
二
・
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
八
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
【
冊
数
】
一
冊
【
備
考
】
漢
詩

数
種
の
後
、
和
歌
を
載
せ
る
。
和
歌
部
分
の
冒
頭
に
「
え
り
う
た

逢
寿
庵

長

と
し
」
と
あ
る
。「
長
と
し
」
は
鹿
島
長
寿
で
あ
ろ
う
。

四
、『
無
題
歌
合
集
』
か
ら

鹿
島
本
家
和
歌
資
料
の
④
と
し
た
写
本
『
無
題
歌
合
集
』
は
、
今
ま
で
知
ら
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
米
子
の
歌
人
を
広
く
抽
出
で
き
る
点
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

本
写
本
が
、
嘉
永
六
年
十
月
か
ら
八
年
正
月
ま
で
の
歌
会
を
記
録
し
て
い
る
こ
と

は
既
に
述
べ
た
。
こ
こ
に
は
、
二
十
三
回
に
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
歌
会
が
記
録
さ

れ
て
お
り
、
以
下
、
順
序
立
て
て
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
会
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

①
「
神
無
月
朔
日
畧
会
詠
歌
青
々
庵
」

歌
人：

兼
利
、
日
孝
、
古
樹
、
重
好
、
兼
烈
、
建
比
古
、
武
彦
、
常
之
、
豊
正

（
九
名
）

②
「
お
な
し
く
十
九
日
畧
会

滄
廼
舎
」

歌
人：

兼
烈
、
常
之
、
日
孝
、
兼
利
、
重
好
、
古
樹
、
長
行
、
豊
正
、
建
比
古

（
九
名
）

③
「
お
な
し
く
廿
八
日
畧
会

虎
嘯
軒
く
さ
�
�
」

歌
人：
日
孝
、
冬
人
、
兼
烈
、
古
樹
、
常
之
、
兼
利
、
建
比
古
、
重
好
、
武
彦
、

長
行
、
重
固
（
一
一
名
）
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④
「
霜
月
二
日
畧
会

日
孝
」

歌
人：

兼
烈
、
日
孝
、
重
固
、
豊
正
、
常
之
、
重
好
、
建
比
古
、
兼
利
、
長
行

（
九
名
）

⑤
「
兼
題
橋
上
霜

古
蔭
撰
」

歌
人：

孫
喜
、
重
矩
、
常
之
、
重
好
、
尊
蔭
、
知
方
、
房
則
、
秀
年
、
豊
正
、

重
固
、
兼
利
、
か
を
る
、
長
行
（
一
三
名
）

⑥
「
兼
題
鷹
狩

古
蔭
喜
蔭
両
撰
」

歌
人：

孫
喜
、
薫
、
兼
利
、
知
方
、
常
之
、
尊
蔭
、
重
好
、
房
則
、
日
孝
、
重

固
、
繁
材
（
一
一
名
）

⑦
「
兼
題
閑
居
夢

古
蔭
撰
」

歌
人：

薫
、
秀
年
、
常
之
、
尊
蔭
、
孫
喜
、
繁
材
、
日
孝
、
長
行
、
兼
利
（
九

名
）

⑧
「
兼
題
馬

古
蔭
撰
」

歌
人：

常
之
、
薫
、
孫
喜
、
日
孝
、
尊
蔭
、
重
好
、
長
行
、
宗
武
、
重
固
、
国

常
、
定
遠
、
古
蔭
（
一
二
名
）

⑨
「
兼
題
冬
暁
月
」

歌
人：

兼
利
、
日
孝
、
房
則
、
か
を
る
、
孫
喜
、
長
行
、
常
之
、
重
固
、
宗
武
、

房
則
、
兼
利
、
古
蔭
（
一
二
名
）

⑩
「
網
代
」

歌
人：

常
之
、
薫
、
孫
喜
、
重
好
、
重
固
、
房
則
、
長
行
、
兼
利
、
日
孝
、
国

常
、
古
蔭
（
一
一
名
）

⑪
「
埋
火

寄
山
恋
」

歌
人：

重
固
、
貞
明
、
重
好
、
薫
、
兼
利
、
孫
喜
、
長
行
、
常
之
、
秀
年
、
房

則
、
安
武
、
信
久
、
豊
正
、
名
し
れ
す
、
古
蔭
（
一
五
名
）

⑫
「
題

立
春

社
頭
松
」

歌
人：

兼
利
、
常
之
、
薫
、
秀
年
、
英
堅
、
豊
正
、
宗
武
、
長
行
、
秀
興
、
重

固
、
国
常
、
孫
喜
、
古
蔭
（
一
三
名
）

⑬
「
雪
中
若
葉
」

歌
人：

孫
よ
し
、
重
よ
し
、
常
之
、
薫
、
兼
利
、
重
固
、
長
行
、
英
堅
、
豊
正
、

宗
武
（
一
〇
名
）

⑭
「
舩
上
山
」

歌
人：

長
行
、
宗
武
、
常
之
、
重
好
、
薫
、
重
固
、
孫
喜
、
英
堅
（
八
名
）

⑮
「
山
家
鶯
」

歌
人：

孫
よ
し
、
重
好
、
兼
利
、
薫
、
宗
た
け
、
長
ゆ
き
、
常
之
、
重
固
、
豊

正
、
繁
き
（
一
〇
名
）

⑯
「
替
恋
」

歌
人：

重
固
、
豊
正
、
孫
喜
、
兼
利
、
長
行
、
名
し
れ
す
、
常
之
、
薫
、
英
か

た
、
繁
き
、
宗
武
、
重
好
（
一
二
名
）

⑰
「
田
家
梅
」

歌
人：

常
之
、
重
好
、
正
俊
、
豊
正
、
兼
利
、
国
常
、
宗
武
、
長
行
、
重
固
、

薫
、
繁
材
、
知
方
、
孫
喜
、
光
道
（
一
四
名
）

⑱
「
鐘
」

歌
人：

知
方
、
正
俊
、
常
之
、
繁
材
、
国
常
、
重
か
た
、
長
行
、
豊
政
、
薫
、

重
好
、
兼
利
、
定
遠
、
孫
喜
（
一
三
名
）

⑲
「
九
月
末
つ
か
た

喜
蔭
選
」

歌
人：

長
行
、
英
堅
、
兼
利
、
千
代
蔭
（
四
名
）

⑳
「
遠
山
雪

喜
蔭
武
彦
両
撰
」

歌
人：
長
行
、
秀
年
、
兼
利
、
千
代
蔭
、
英
か
た
、
重
好
、
飛
入
（
七
名
）

�
「
喜
蔭
武
彦
両
評
」

歌
人：

秀
年
、
貞
明
、
英
か
た
、
素
雅
、
兼
利
、
金
京
、
長
行
、
信
久
、
一
哉
、
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千
代
蔭
、
秀
年
（
一
一
名
）

�
「
題

朝
落
葉

炭
竃

橋

喜
蔭
評
」

歌
人：
兼
利
、
長
行
、
千
代
蔭
、
英
か
た
、
秀
年
、
重
好
、
金
京
（
七
名
）

�
「
兼
題

立
春

喜
蔭
武
彦
」

歌
人：

兼
利
、
千
代
蔭
、
秀
年
、
重
好
、
長
行
、
英
堅
、
飛
入
、
素
雅
、
信
久

（
九
名
）

こ
こ
に
記
載
さ
れ
る
歌
人
の
う
ち
、
刊
行
さ
れ
た
「
類
題
和
歌
集
」
な
ど
に
名

前
の
あ
る
も
の
も
多
い
。
実
成
寺
日
孝
、
中
林
古
樹
、
鹿
島
重
好
、
大
谷
兼
烈
、

中
林
武
彦
、
片
尾
常
之
、
鹿
島
長
行
、
門
脇
重
固
、
門
脇
重
矩
、
三
好
秀
年
、
三

好
秀
興
が
米
子
在
住
の
歌
人
と
し
て
、
そ
れ
に
相
当
す
る
。
同
じ
く
米
子
歌
人
の

佐
々
木
喜
蔭
は
詠
歌
こ
そ
見
当
た
ら
な
い
が
、
判
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
他
、「
類
題
和
歌
集
」
な
ど
に
載
ら
な
か
っ
た
人
物
も
多
く
見
出
さ

れ
、
む
し
ろ
そ
ち
ら
の
方
が
人
数
と
し
て
多
い
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
う
し
た
人
々
も
米
子
の
歌
壇
を
支
え
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、
無
視
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
中
に
は
「
名
し
れ
す
」
と
か
「
飛
入
」
と
い
っ
た
素

姓
の
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
人
物
の
表
記
も
あ
り
、
案
外
に
こ
の
歌
壇
が
オ
ー
プ
ン

で
お
お
ら
か
な
会
で
あ
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

米
子
在
住
の
人
物
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
が
、
判
者
ま
た
詠
者
と
し
て
、
小

谷
古
蔭
の
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
の
『
無
題
和
歌
集
』
で
小
谷
古

蔭
は
、
⑤
「
兼
題
橋
上
霜

古
蔭
撰
」
に
判
者
と
し
て
記
さ
れ
、
⑫
「
題

立
春

社
頭
松
」
ま
で
そ
の
名
が
載
っ
て
い
る
。
⑤
の
直
前
の
④
が
「
霜
月
二
日
」
で

あ
る
の
で
、
小
谷
古
蔭
が
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
年
）
十
一
月
か
ら
翌
七
年
一
月

ま
で
米
子
に
逗
留
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
⑪
「
埋
火

寄
山
恋
」
で

は
、「
嘉
永
六
と
せ
の
う
し
」
の
年
記
と
と
も
こ
の
歌
会
の
感
想
を
述
べ
て
も
い
る
。

判
者
を
務
め
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
時
期
の
米
子
歌
壇
が
古
蔭
の
指
導
を

受
け
た
の
は
確
実
で
、
こ
の
資
料
に
つ
い
て
も
和
歌
の
指
導
の
た
め
に
請
わ
れ
て

米
子
に
来
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
後
に
述
べ
る
が
「
鹿
島
家
短
冊
帖
」
に
は
古

蔭
の
直
筆
の
短
冊
が
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
鹿
島
本
家
や
米
子
歌
人
た
ち
と
深

い
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
『
無
題
和
歌
集
』
で
あ
る
が
、
そ
の
一
部
で
あ
る
⑭
「
舩
上
山
」
を
見
て

み
よ
う
。

左

舩
上
山

月
影
は
や
ゝ
か
た
ふ
き
て
舩
上
の
山
風
寒
し
小
夜
や
更
ぬ
る

長
行

右
勝

舩
上
の
雲
打
は
ら
ひ
来
て
見
れ
は
高
根
は
松
の
嵐
の
み
し
て

宗
武

左
勝

�
雲
の
む
か
し
を
と
へ
は
舩
上
の
嵐
身
に
し
む
山
鳩
の
声

常
之

右
漕
出
て
お
も
ひ
か
へ
せ
は
舩
上
の
山
は
浪
路
の
命
な
り
け
り

重
好

左
沖
津
浪
よ
せ
て
は
返
す
舩
上
や
ね
ち
木
か
原
の
朝
の
し
ら
雲

薫

右
勝

白
雲
の
か
ゝ
れ
る
見
れ
は
舩
上
の
雪
の
高
根
や
色
く
も
ら
せ
ん

重
固

左
勝

舩
上
や
高
根
の
嵐
降
雨
に
沖
津
白
波
立
帰
り
つ
ゝ

孫
喜

右
舩
上
の
追
風
か
な
ひ
ぬ
和
田
海
の
沖
よ
り
か
け
て
な
ひ
く
�
雲

重
好
（
続
く
）
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後
醍
醐
天
皇
の
故
事
で
よ
く
知
ら
れ
る
船
上
山
に
つ
い
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

と
も
す
れ
ば
、
月
並
み
な
内
容
に
な
り
が
ち
な
和
歌
の
列
記
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

伯
耆
地
方
の
地
域
性
の
高
い
素
材
を
描
い
て
お
り
、
飽
き
る
こ
と
が
な
い
。

つ

た

五
、『
絡
石
の
落
葉
（
長
沢
伴
雄
歌
文
集
）』
か
ら

長
沢
伴
雄
が
『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
の
編
者
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。『
絡

石
の
落
葉
（
長
沢
伴
雄
歌
文
集
）』
に
は
、
伴
雄
と
米
子
の
歌
人
た
ち
と
の
交
流
が

記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
和
歌
冒
頭
の
番
号
は
国
立
台
湾
大
学
本
の
出
版
時
に
お

け
る
通
し
番
号
で
あ
（
１９
）

る
。

①
中
林
古
樹
か
伯
耆
国
に
か
へ
る
に

４７２１

き
て
か
へ
る
君
か
に
し
き
の
浦
な
み
に
我
袂
を
も
あ
え
て
ぬ
ら
さ
む

弘
化
元
（
１
８
４
４
）
年

４７２２

こ
き
か
へ
る
舟
の
う
へ
こ
そ
か
ね
て
わ
か
心
を
の
す
る
所
な
り
け
れ

弘
化
元
（
１
８
４
４
）
年

こ
れ
は
、
中
林
古
樹
が
米
子
に
帰
る
時
に
及
ん
で
、
長
沢
伴
雄
が
詠
ん
だ
も
の

で
あ
る
。
遠
く
伴
雄
の
い
た
紀
州
ま
で
古
樹
が
来
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
当
時
の
人
々
の
往
来
に
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

②
伯
耆
米
子
実
成
寺
日
孝
が
茶
席
の
か
け
物
に
す
る
料
の
歌
を
と
こ
へ
る
に

５１４９

あ
な
か
ま
と
い
ふ
人
も
な
し
松
風
の
し
ら
ふ
る
こ
と
に
か
よ
ふ
響
は

安
政
元
（
１
８
５
４
）
年

米
子
寺
町
の
実
成
寺
の
日
孝
に
関
わ
る
記
事
で
、「
茶
席
の
か
け
物
」
用
の
歌
を

求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
日
孝
が
伴
雄
に
手
紙
を
認
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
正
イ
）

③
伯
耆
米
子
鹿
島
重
好
か
翠
園
六
勝
の
図
画
に
か
ゝ
せ
て
歌
こ
へ
る
に

春

鳥
取
城
は
る
か
に
見
え
て
花
咲
た
る
と
こ
ろ

５１６６

天
そ
ゝ
り
高
城
の
軒
に
さ
く
は
な
の
雲
の
か
け
橋
か
け
て
こ
そ
見
れ

嘉
永
四
（
１
８
５
１
）
年

夏

池
水
の
ほ
と
り
柳
の
蔭
に
机
あ
り
。
煎
茶
の
器
と
も
お
き
た
る
と
こ
ろ

５１６７

い
け
み
つ
の
す
ゝ
し
き
心
く
み
�
�
て
け
ふ
も
く
ら
し
ゝ
柳
蔭
か
な

嘉
永
四
（
１
８
５
１
）
年

秋

も
み
ち
の
大
な
る
あ
る
庭
に
月
す
み
た
り

５１６８

思
ひ
く
ま
あ
り
て
や
月
の
照
す
ら
む
人
来
ぬ
庭
の
よ
る
の
に
し
き
を

嘉
永
四
（
１
８
５
１
）
年

冬

垣
根
に
雪
つ
も
ら
せ
た
る
は
る
か
に
大
神
山
見
え
た
る

５１６９

大
神
の
高
峰
の
ゆ
き
を
時
し
く
に
ま
か
き
の
山
と
し
め
て
見
る
ら
し

嘉
永
四
（
１
８
５
１
）
年

隣
寺
暁
鐘

５１７０

き
ゝ
な
れ
て
夢
も
う
こ
か
す
な
り
に
け
り
軒
端
つ
ゝ
き
の
暁
の
か
ね

嘉
永
四
（
１
８
５
１
）
年

窓
前
松
濤

５１７１

窓
の
戸
の
松
の
上
な
み
音
は
し
て
よ
ら
ぬ
人
ゆ
ゑ
お
と
ろ
か
れ
つ
ゝ

嘉
永
四
（
１
８
５
１
）
年

鹿
島
重
好
か
鹿
島
重
正
か
、
異
本
注
記
に
よ
り
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
れ
は
「
翠

園
」
と
あ
る
の
で
重
正
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。
重
正
が
「
翠
園
六
勝
の
図
画
」

を
制
作
し
、
そ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
六
首
の
和
歌
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
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お
、「
大
神
山
」
は
大
山
の
こ
と
で
あ
る
。

④
童
の
牛
に
の
り
て
笛
ふ
く
と
こ
ろ

伯
耆
米
子
鹿
島
重
好
乞

５３２８

笛
の
音
に
日
ね
も
す
心
繋
か
れ
て
く
る
ゝ
を
う
し
と
思
は
さ
る
ら
む

安
政
元
（
１
８
５
４
）
年

５３２９

い
と
な
か
き
笛
の
し
ら
へ
に
引
る
ら
む
繋
か
ぬ
牛
の
急
く
と
も
な
き

安
政
元
（
１
８
５
４
）
年

５３３０

笛
の
音
の
と
ま
る
ま
て
と
や
思
ふ
ら
む
行
道
草
の
ゆ
た
け
な
る
か
な

安
政
元
（
１
８
５
４
）
年

５３３１

長
閑
に
も
あ
は
す
る
笛
の
調
へ
か
な
ゆ
く
へ
急
か
ぬ
牛
の
あ
の
と
に

安
政
元
（
１
８
５
４
）
年

こ
ち
ら
は
鹿
島
重
好
の
求
め
に
よ
る
。
同
じ
く
絵
画
に
ふ
さ
わ
し
い
和
歌
を
求

め
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑤
同
し
年
、
鹿
島
重
好
か
母
身
ま
か
り
ぬ
と
い
ひ
お
こ
せ
け
る
時

５９７３

よ
そ
な
か
ら
よ
そ
の
歎
き
と
お
も
は
す
よ
我
さ
へ
旅
に
一
目
見
し
君

嘉
永
五
（
１
８
５
２
）
年

鹿
島
重
好
の
母
の
死
に
関
連
し
て
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
鹿
島
本
家
和
歌
資
料
の

『
採
風
集
二
編
料
』
の
詞
書
に
も
同
様
な
記
述
が
あ
っ
た
の
で
、
重
好
の
母
は
人
徳

に
厚
い
人
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

⑥１１０

「
伯
耆
国
米
子
人
鹿
島
重
尚
か
短
冊
帖
の
は
し
か
き
」

「
…
し
か
る
を
ま
た
一
く
さ
の
花
あ
り
と
て
米
子
の
里
人
鹿
島
の
重
尚
若
子
か
見

せ
た
る
そ
、
は
や
人
の
心
を
種
と
し
て
万
の
言
の
葉
に
咲
出
て
ち
る
こ
と
も
し
ら

す
。
色
香
の
あ
す
る
こ
と
は
た
な
き
う
ま
し
花
、
こ
れ
を
言
の
葉
の
花
と
な
も
い

ふ
め
る
。
重
尚
い
天
の
下
に
天
は
せ
使
を
ま
た
し
て
西
に
東
に
い
と
ら
せ
あ
つ
め

て
帖
と
名
号
た
る
垣
内
の
ひ
ろ
ら
か
に
う
る
は
し
き
か
中
に
植
な
へ
た
る
は
も
よ
。

…
」こ

れ
は
、
短
冊
帖
の
序
の
内
容
で
あ
る
。
鹿
島
重
尚
が
自
製
の
短
冊
帖
を
作
成

す
る
に
あ
た
り
、
伴
雄
に
そ
の
序
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
伴
雄
が
控

え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
部
を
引
用
し
た
。

⑦１１１

「
短
冊
帖
の
序
書
」

「
…
其
頃
し
も
鹿
島
重
好
か
伯
岐
の
米
子
よ
り
せ
う
そ
こ
し
て
お
な
し
さ
ま
の
た

に
さ
く
お
こ
せ
て
、
予
に
も
門
人
ら
に
も
讃
さ
せ
て
よ
と
乞
も
と
め
き
。
こ
は
予

か
思
ひ
よ
れ
る
を
米
子
に
ゆ
つ
り
た
る
に
も
あ
ら
す
、
重
好
か
こ
の
め
る
を
奪
た

る
に
も
あ
ら
す
。
か
た
み
に
見
も
し
、
き
ゝ
も
せ
す
し
て
か
く
あ
る
は
魂
あ
へ
り

と
や
い
ひ
て
ま
し
。
か
く
て
重
好
其
あ
つ
め
た
る
を
帖
に
て
う
し
た
り
と
て
、
そ

れ
か
序
を
と
こ
ふ
ま
ゝ
に
や
か
て
筆
と
り
て
其
ゆ
ゑ
よ
し
を
し
る
し
つ
。
さ
れ
と

お
の
れ
が
の
は
か
よ
わ
き
わ
ざ
、
重
好
か
の
は
富
の
あ
ま
り
に
て
ひ
と
し
並
に
い

ふ
へ
き
に
あ
ら
す
か
し
。」

こ
ち
ら
の
は
、「
短
冊
帖
の
序
書
」
に
つ
い
て
の
伴
雄
の
考
え
を
記
し
た
も
の
で

あ
る
。
鹿
島
重
好
の
伴
雄
へ
の
依
頼
が
と
ま
ら
な
い
。
ま
ず
、
同
じ
よ
う
な
短
冊

を
伴
雄
に
た
く
さ
ん
送
り
付
け
、
伴
雄
や
そ
の
門
人
た
ち
の
詠
歌
を
求
め
て
い
る
。

そ
の
詠
歌
を
短
冊
に
書
い
て
も
ら
い
、
重
好
の
も
と
に
送
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
し
て
集
め
た
短
冊
に
よ
っ
て
、
重
好
は
短
冊
帖
の
制
作
を
思
い
つ
く
が
、
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そ
の
短
冊
帖
の
序
を
再
び
伴
雄
に
求
め
る
の
で
あ
る
。
引
用
に
あ
る
よ
う
に
、
重

好
は
「
富
の
あ
ま
り
」
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
こ
と
を
行
う
わ
け
で
あ
る
。
伴
雄

は
多
く
の
謝
礼
を
手
に
し
た
に
違
い
な
い
が
、
そ
の
こ
と
に
必
ず
し
も
満
足
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
長
沢
伴
雄
は
複
数
の
米
子
歌
人
と
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

歌
人
と
し
て
の
文
化
的
な
繋
が
り
の
ほ
か
に
、
金
銭
を
介
し
た
経
済
的
な
繋
が
り

も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
、
鹿
島
一
族
は
本
家
も
分
家
も
豊
か
な

経
済
力
を
保
持
し
て
い
た
よ
う
で
、
こ
う
し
た
経
済
的
な
基
盤
が
米
子
の
歌
壇
を

育
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
米
子
の
歌
人
に
と
っ
て
、
伴
雄
の
よ
う
な

一
流
の
国
学
者
・
歌
人
と
の
付
き
合
い
や
、
そ
こ
か
ら
生
じ
た
そ
の
詠
歌
・
筆
跡
・

文
な
ど
の
所
持
は
、
彼
ら
の
文
化
的
な
ス
テ
ー
タ
ス
と
し
て
望
ま
れ
る
べ
き
こ
と

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

六
、「
鹿
島
本
家
短
冊
帖
」
に
つ
い
て

二
〇
一
〇
年
に
な
っ
て
か
ら
、
鹿
島
本
家
か
ら
短
冊
帖
の
所
蔵
を
知
ら
さ
れ
た
。

仮
に
「
鹿
島
本
家
短
冊
帖
」
と
し
た
い
と
思（
２０
）

う
。
こ
れ
は
、
三
十
年
程
前
に
短
冊
そ

の
も
の
が
鹿
島
本
家
の
土
蔵
よ
り
発
見
さ
れ
、
そ
れ
を
近
年
短
冊
帖
と
し
て
ま
と

め
た
と
い
う
。
折
帖
二
帖
に
絵
短
冊
を
含
む
短
冊
一
九
二
枚
が
貼
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
和
歌
短
冊
は
江
戸
時
代
か
ら
大
正
時
代
頃
ま
で
の
筆
跡
で
あ
る
。
な
お
、

こ
れ
は
引
き
続
き
鹿
島
本
家
の
所
蔵
で
あ
る
。【
写
真
５
】

詠
者
な
ら
び
に
筆
者
で
あ
る
が
、
皇
族
や
公
家
の
系
統
の
も
の
、
歌
人
・
国
学

者
の
系
統
の
も
の
、
米
子
の
町
人
の
も
の
と
三
分
類
が
で
き
る
。

皇
族
・
公
家
で
は
、
伏
見
宮
家
の
十
九
代
の
貞
敬
親
王
（
一
七
七
六
〜
一
八
四

一
）、
上
冷
泉
家
の
十
八
代
の
冷
泉
為
則
（
一
七
七
七
〜
一
八
四
八
）、
裏
辻
家
の

八
代
の
裏
辻
公
理
（
一
七
五
六
〜
一
八
〇
五
）、
中
院
通
古
の
次
男
で
松
風
軒
と
号

し
た
中
院
空
山
、
風
早
家
の
七
代
の
風
早
公
元
（
一
七
九
一
〜
一
八
五
三
）
の
も

の
が
あ
る
。
歌
人
・
国
学
者
で
は
、『
伯
陽
六
社
み
ち
の（
２１
）

記
』
等
の
作
者
で
米
子
商

人
の
竹
内
時
安（
２２
）

斎
（
一
六
三
八
〜
一
七
〇
八
）、
鳥
取
藩
国
学
方
を
務
め
た
飯
田
年

平
（
一
八
二
〇
〜
一
八
八
六
）、
小
谷
古
蔭
、
鳥
取
藩
士
の
門
脇
重
綾
（
一
八
二
六

〜
一
八
七
二
）、
中
島
宜
門
、
出
雲
大
社
神
職
の
千
家
尊
孫
（
一
七
九
六
〜
一
八
七

三
）、
大
江
広
海
（
一
七
六
九
〜
一
八
三
四
）、
太
田
垣
連
月
（
一
七
九
一
〜
一
八

七
五
）、
大
田
南
畝
（
一
七
四
九
〜
一
七
九
一
）
な
ど
が
あ
る
。
米
子
の
町
人
で
は
、

写真５ 「鹿島本家短冊帖」（鹿島本家現蔵）
左から小谷古蔭、竹内時安斎、中島宜門（２枚）
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鹿
島
長
好
（
鹿
島
本
家
八
代
目
）、
鹿
島
長
行
（
同
九
代
目
）、
鹿
島
長
寿
（
同
十

代
目
）、
鹿
島
重
正
（
鹿
島
分
家
）、
鹿
島
重
好
（
鹿
島
分
家
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。こ

れ
ら
の
短
冊
の
う
ち
、
何
点
か
そ
の
内
容
を
見
て
み
た
い
。

鹿
御
大
人
の
御
愛
子
御
誕
生
あ
り
し
を
祝
し
て

弥
増
に
栄
ふ
る
松
の
み
と
り
子
は
け
に
こ
そ
千
世
の
初
な
り
け
れ

豊
正

長
孝
君
の
婚
礼
に
寄
梅
祝

う
つ
し
植
し
園
生
の
梅
の
初
花
は
千
世
を
ふ
か
め
て
に
ほ
ふ
春
か
な

重
篤

詠
者
の
「
豊
正
」「
重
篤
」
と
も
に
、
鹿
島
本
家
和
歌
資
料
に
そ
の
名
前
が
出
て

く
る
。
出
産
、
婚
姻
と
と
も
に
祝
い
の
歌
と
な
っ
て
い
る
。
鹿
島
本
家
へ
の
贈
り

も
の
で
も
あ
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
内
容
の
も
の
が
多
く
の
な
る
の
は
自

然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
ろ
う
。

甲
子
試
筆

船
上
山

春
さ
れ
は
お
き
つ
し
ら
浪
音
絶
て
雲
井
に
か
す
む
船
上
の
山

長
行

花
の
歌

あ
ら
ま
し
に
思
ひ
し
よ
り
も
お
も
ひ
ま
す
花
は
さ
く
ら
の
は
な
に
そ
有
け
る

尊
孫

「
長
行
」
は
鹿
島
長
行
で
、
こ
の
歌
は
『
無
題
歌
合
集
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

甲
子
は
元
治
二
年
（
一
八
六
四
年
）
で
あ
る
。
ま
た
、「
尊
孫
」
は
千
家
尊
孫
で
、

こ
の
時
代
の
山
陰
地
方
を
代
表
す
る
歌
人
の
一
人
で
あ
る
。

こ
う
し
た
短
冊
か
ら
も
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
米
子
の
町
人
が
盛
ん
に

和
歌
の
創
作
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
米
子
町
人
と
当
時

一
流
の
国
学
者
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
上
で
も
、
こ
う
し
た
資
料
は
重
要
で
あ
る
。

財
力
の
あ
っ
た
米
子
の
町
人
が
、
こ
の
時
期
、
多
く
の
文
化
人
と
接
触
し
た
ら
し

い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
こ
の
短
冊
帖
は
、
そ
の
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
和
歌
の
詞
書
に
は
、
社
会
生
活
に
関
わ
る
具
体
的
な
内
容
も
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の
米
子
の
町
の
文
化
や

風
俗
を
知
る
材
料
に
も
な
る
。

七
、
ま
と
め
に

近
年
、
新
た
に
資
料
の
発
掘
が
進
み
、
よ
り
明
確
に
幕
末
の
米
子
の
歌
壇
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
地
域
の
文
芸
史
と
し
て
の
意
味
以
上
に
、
日

本
文
学
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
、
地
方
歌
壇
の
具
体
的
な
様
相
を
理
解
で
き
る
資

料
と
し
て
、
そ
の
価
値
を
見
据
え
て
い
き
た
い
。
と
い
う
の
は
、
米
子
と
い
う
一

地
方
を
定
点
と
し
て
考
察
す
る
方
法
に
よ
っ
て
し
て
も
、
浮
か
び
上
が
っ
て
来
た

の
は
、
む
し
ろ
文
芸
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
問
題
の
方
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
米
子

の
歌
壇
は
、
狭
い
範
囲
に
お
い
て
は
、
鳥
取
藩
に
お
け
る
国
学
や
和
歌
創
作
の
動

向
、
ま
た
『
類
題
八
雲（
２３
）

集
』
な
ど
多
く
の
刊
行
物
を
世
に
出
し
て
い
る
出
雲
歌
壇

の
動
向
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
一
方
、
広
い
範
囲
に
お
い
て
は
、
本
居

宣
長
を
起
点
と
し
た
列
島
全
体
を
揺
さ
ぶ
っ
た
文
化
的
な
運
動
、
こ
れ
を
一
般
に

「
国
学
」
の
運
動
と
呼
べ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
、
そ
う
し
た
動
き
に
か
な
り
連
動
し
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
米
子
歌
壇
は
、
独
自
に
生
成
・
発
展
し
た
も
の
で
は
な
く
、

当
然
、
こ
う
し
た
文
化
的
な
波
状
を
刺
激
と
し
て
受
け
つ
つ
徐
々
に
形
成
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
米
子
の
歌
人
た
ち
は
積
極
的
に
外
部
性
を
取
り
入
れ
る

一
四

幕
末
の
米
子
歌
人─

新
出
鹿
島
本
家
和
歌
資
料
の
探
究
の
た
め
に─

（
原

豊
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姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
小
谷
古
蔭
を
招
致
し
た
り
、
長
沢
伴
雄
や

黒
沢
翁
満
と
交
流
を
持
っ
た
こ
と
が
、
本
稿
で
確
認
し
た
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
全
国
的
に
普
遍
的
な
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
米
子
の
歌
壇
の
基
盤
と
し
て
、
そ
こ
に
商
業

資
本
の
豊
富
な
蓄
積
の
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
税
制
等
に

よ
る
富
の
蓄
積
を
基
盤
と
し
て
制
度
的
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
文
化
よ
り
も
、
商
業

行
為
か
ら
蓄
積
さ
れ
た
経
済
的
な
基
盤
に
よ
る
文
化
の
営
み
の
方
が
、
よ
り
先
進

的
で
自
由
な
面
が
内
包
さ
れ
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

さ
て
、
幕
末
の
地
方
歌
壇
の
営
み
に
よ
っ
て
、
地
方
の
人
々
の
言
語
表
現
能
力

は
大
い
に
高
ま
っ
た
と
い
う
よ
う
に
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
地
域
の
指
導
者
的

な
存
在
で
あ
る
彼
ら
が
、
漢
詩
と
と
も
に
和
歌
を
創
作
し
た
こ
と
、
こ
れ
は
決
し

て
過
去
の
遺
物
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
近
代
以
降
の
漢
文
訓
読
体
の
発
達
や

欧
文
の
漢
語
へ
の
翻
訳
な
ど
に
漢
文
の
知
識
が
多
い
に
貢
献
し
た
よ
う
に
、
明
治

期
以
降
、
和
歌
は
直
観
的
・
感
覚
的
な
心
象
を
和
文
で
表
現
し
て
い
く
能
力
の
向

上
な
ど
に
役
立
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
和
歌
文
化
に
よ
っ
て
導
か
れ

た
教
養
や
知
性
の
あ
っ
た
こ
と
が
、
幕
末
以
降
の
複
雑
な
社
会
的
転
換
を
乗
り
越

え
て
い
く
力
の
一
つ
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本

稿
で
挙
げ
た
幕
末
の
歌
人
た
ち
が
、
明
治
期
以
降
も
大
い
に
活
躍
し
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
書
写
資
料
の
重
要
性
も
述
べ
た
つ
も
り
で
あ
る
。

幕
末
の
歌
壇
を
考
え
る
上
で
、「
類
題
和
歌
集
」
の
意
義
は
大
い
に
あ
る
の
で
あ
る

が
、
出
版
物
と
し
て
の
そ
れ
の
み
を
対
象
に
す
る
こ
と
に
は
い
く
ら
か
疑
問
が
生

じ
る
。
刊
行
さ
れ
、
一
定
の
姿
を
形
づ
く
る
以
前
の
和
歌
の
営
み
に
も
、
大
い
に

魅
力
は
見
出
せ
る
よ
う
に
思
う
。

長
ら
く
、
国
文
学
の
研
究
に
お
い
て
、
地
方
の
も
の
は
軽
視
さ
れ
て
き
た
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
当
事
者
た
ち
が
一
番
理
解
し
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
今
後
は
、
地
方
の
文
芸
を
も
射
程
に
入
れ
た
研
究
姿
勢
が
求
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
し
、
文
学
に
お
け
る
地
域
と
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
わ
る
問

題
に
も
積
極
的
に
関
与
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
さ
も
な
く
ば
、

少
な
く
と
も
「
国
文
学
」
に
よ
る
地
域
貢
献
と
い
う
重
要
課
題
の
達
成
は
不
可
能

で
あ
る
に
違
い
な
い
。

註（
１
）
『
米
子
市
史
（
旧
版
）』
米
子
市
役
所
（
一
九
四
二
年
）。
名
著
出
版
か
ら
一
九
七
三

年
に
覆
刻
版
が
刊
行
さ
れ
る
。
全
編
、
足
立
正
の
著
と
さ
れ
る
。
な
お
、
足
立
正
に

つ
い
て
は
、
梅
林
智
美
「
山
陰
歴
史
館
初
代
館
長
足
立
正
の
視
点
」『
出
雲
文
化
圏
と

東
ア
ジ
ア
』
勉
誠
出
版
（
二
〇
一
〇
年
）
に
詳
し
い
。

（
２
）
『
鳥
取
県
史
』
第
五
巻
〔
近
世

文
化
産
業
〕（
一
九
八
二
年
）。
関
連
部
分
は
、
山

本
嘉
将
の
著
で
あ
る
。

（
３
）
加
納
諸
平
は
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
年
）
生
ま
れ
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）

の
没
。
江
戸
後
期
の
国
学
者
で
歌
人
。
本
姓
は
夏
目
。
通
称
は
小
太
郎
、
杏
仙
、
兵

部
な
ど
。
ま
た
長
樹
、
兄
瓶
と
も
称
し
た
。
号
は
柿
園
で
あ
る
。
父
は
国
学
者
の
夏

目
甕
麿
で
、
遠
江
の
白
須
賀
に
て
出
生
。
父
の
縁
で
本
居
大
平
の
門
に
入
る
。
甕
麿

の
死
後
、
紀
州
藩
医
の
加
納
伊
竹
の
養
子
と
な
っ
た
。
天
保
二
年
（
一
八
三
一
年
）、

藩
の
『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
編
集
に
召
し
出
さ
れ
、
国
学
者
と
し
て
仕
え
た
。
藩
の

内
紛
に
巻
き
込
ま
れ
、
加
え
て
友
人
の
長
沢
伴
雄
に
毒
殺
さ
れ
か
け
、
発
狂
す
る
。

病
が
癒
え
て
後
は
、
長
ら
く
公
務
を
解
か
れ
る
。
晩
年
、
藩
の
国
学
所
総
裁
と
な
る

が
、
間
も
な
く
急
死
し
た
。
家
集
に
『
柿
園
詠
草
』
が
あ
る
。『
類
題
鰒
玉
集
』
の
編

集
及
び
刊
行
は
、
全
国
の
歌
壇
を
大
い
に
活
性
化
し
た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）
『
類
題
和
歌

鰒
玉
・
鴨
川
集
』
全
六
巻
・
ク
レ
ス
出
版
（
二
〇
〇
六
年
）
に
よ
る
。

こ
れ
は
影
印
本
で
、
こ
こ
に
は
『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
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（
５
）
「
か
し
ま
し
げ
ま
さ

鹿
島
重
正
」『
鳥
取
県
大
百
科
事
典
』
新
日
本
海
新
聞
社
（
一

九
八
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）
佐
々
木
喜
蔭
は
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
年
）
生
ま
れ
で
、
没
年
不
詳
で
あ
る
。

歌
人
で
米
子
の
勝
田
神
社
の
神
官
で
あ
る
。
飯
田
秀
雄
（
一
七
九
一
〜
一
八
五
九
）

の
門
人
。
鳥
取
藩
士
で
藩
儒
の
正
墻
薫
（
一
八
一
八
〜
一
八
七
五
）
の
漢
詩
集
『
研

マ
マ

志
堂
詩
鈔
』（
文
久
元
年
（
一
八
六
一
年
）
頃
刊
）
に
「
勝
田
社
、
佐
佐
木
嘉
蔭
、
招

余
飲
、
手
間
山
、
近
在
巽
位
、
真
園
中
物
也
、
主
人
乞
余
記
之
、
按
古
事
記
、
八
十

神
、
怨
大
国
主
神
、
欲
殺
之
、
至
伯
耆
国
手
間
山
下
、
焼
巨
石
、
自
山
上
投
之
、
大

国
主
觸
之
死
、
而
体
皆
糜
爛
、
有
神
取
�
与
蛤
、
合
而
塗
之
、
遂
蘇
云
、
伯
之
海
、

今
猶
産
�
、
其
色
赤
、
俗
呼
曰
赤
貝
、
此
日
供
赤
貝
羹
、
結
落
故
及
之
、

把
酒
殷

勤
論
往
時
。
手
間
山
色
手
杯
中
。
蒼
茫
万
古
留
神
迹
。
�
貝
猶
余
焦
石
紅
。」
と
あ
り
、

そ
の
交
流
の
幅
と
好
奇
心
と
が
窺
え
る
。

（
７
）
『
米
子
市
史
（
旧
版
）』
に
よ
れ
ば
、
鹿
島
長
智
は
本
居
大
平
門
下
で
あ
る
と
い
う
。

（
８
）
正
宗
文
庫
調
査
班
「
正
宗
文
庫
目
録
（
五
十
音
順
、
典
籍
編
）」『
調
査
研
究
報
告
』

二
九
号
（
二
〇
〇
九
年
）
に
は
、「
類
題
鰒
玉
集

八
編
」
と
あ
り
、
七
冊
の
稿
本
で
、

「
紀
伊
國
柿
園
蔵
」
の
蔵
書
印
が
あ
る
と
い
う
。

（
９
）
長
沢
伴
雄
は
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
年
）
生
ま
れ
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
年
）

の
没
。
江
戸
後
期
の
国
学
者
で
歌
人
。
本
姓
は
吉
岡
。
通
称
は
十
蔵
、
衛
門
な
ど
。

絡
石
舎
と
号
し
た
。
紀
州
藩
士
の
吉
岡
家
に
生
ま
れ
、
長
沢
家
の
養
子
と
な
っ
た
。

十
代
藩
主
の
徳
川
治
宝
が
文
事
を
好
ん
だ
た
め
知
遇
を
得
、
さ
ら
に
政
治
的
な
密
命

を
帯
び
て
暗
躍
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
友
人
の
加
納
諸
平
に
毒
を
盛
っ
た
の
も
、
一

連
の
藩
政
内
紛
に
関
連
す
る
と
い
う
。
治
宝
の
死
後
、
一
派
と
み
な
さ
れ
て
罪
を
問

わ
れ
、
獄
死
す
る
。
加
納
諸
平
に
対
抗
し
て
刊
行
し
た
『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
は
、

『
類
題
鰒
玉
集
』
と
と
も
に
近
世
後
期
の
歌
壇
を
大
い
に
活
気
づ
け
た
。

（
１０
）
「
か
し
ま
し
げ
よ
し

鹿
島
重
好
」『
鳥
取
県
大
百
科
事
典
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
１１
）
米
子
市
寺
町
の
実
成
寺
か
ら
の
聴
取
に
よ
れ
ば
、
日
孝
は
、「
実
成
寺
二
十
一
世
中

興

豊
運
院
日
孝
上
人

明
治
十
三
年
九
月
十
日
遷
化
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
１２
）
鹿
島
長
行
は
、「
鹿
島
家
短
冊
帖
」
の
長
行
詠
歌
の
裏
書
に
よ
れ
ば
、
六
十
一
歳
で

没
し
た
。
岡
本
千
太
郎
の
追
悼
漢
詩
和
歌
集
『
有
感
集
』（
明
治
二
十
五
年
序
）
に
、

「
さ
け
は
ち
る
も
の
と
お
も
へ
と
な
つ
か
し
き
か
え
り
見
ら
る
ゝ
山
さ
く
ら
か
な
」
の

詠
歌
を
残
す
。

（
１３
）
黒
沢
翁
満
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
年
）
の
生
ま
れ
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九

年
）
の
没
。
江
戸
後
期
の
国
学
者
で
歌
人
。
桑
名
藩
士
重
孝
の
長
男
。
通
称
は
九
蔵
、

八
左
衛
門
で
、
名
は
重
礼
と
い
う
。
屋
号
は
葎
居
で
あ
る
。
文
化
四
年
（
一
八
〇
七

年
）、
十
三
歳
で
藩
に
出
仕
す
る
。
二
十
九
歳
の
時
に
藩
主
の
松
下
忠
尭
の
国
替
に
従
っ

て
、
武
蔵
国
の
忍
に
移
住
す
る
。
五
十
歳
の
頃
か
ら
藩
財
政
を
掌
握
し
、
大
坂
蔵
屋

敷
に
勤
め
た
。
青
年
期
に
相
当
量
の
国
書
を
読
破
し
て
、
独
学
で
国
学
者
ま
た
歌
人

と
し
て
の
地
位
を
築
い
た
。
家
集
に
は
、
伊
勢
の
門
人
ら
が
編
ん
だ
『
葎
居
前
集
』

の
他
に
、『
葎
居
後
集
』『
葎
居
集
』
が
あ
る
。
著
書
は
作
文
・
古
典
注
釈
・
語
学
・
随

筆
な
ど
多
岐
に
渡
る
。
奇
書
と
さ
れ
る
艶
書
『
藐
姑
射
秘
言
』
も
翁
満
の
著
作
で
あ

る
。

（
１４
）
中
島
宜
門
は
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
年
）
の
生
ま
れ
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八

九
四
年
）
の
没
。
江
戸
後
期
か
ら
明
治
時
代
の
武
士
で
国
学
者
。
本
姓
は
幸
田
で
、

字
は
祝
甫
、
長
録
。
通
称
は
宜
右
衛
門
。
号
は
回
水
園
と
称
し
た
。
衣
川
長
秋
に
歌

道
を
学
ぶ
。
鳥
取
藩
の
勘
定
所
加
役
を
経
て
、
破
損
奉
行
を
務
め
る
。
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
年
）、
藩
校
尚
徳
館
の
編
纂
掛
と
な
っ
て
『
伯
耆
誌
』
の
編
纂
に
携
わ
る
。

隠
居
後
は
、
高
草
郡
の
日
吉
神
社
、
な
ら
び
に
米
子
の
勝
田
神
社
の
祠
官
を
務
め
る
。

（
１５
）
芦
田
耕
一
・
蒲
生
倫
子
『
出
雲
国
名
所
歌
集─

翻
刻
と
解
説─

』
ワ
ン
ラ
イ
ン

（
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
１６
）
富
永
芳
久
は
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
年
）
の
生
ま
れ
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八

〇
年
）
の
没
。
江
戸
後
期
か
ら
明
治
時
代
の
神
職
で
国
学
者
。
名
は
初
め
愛
之
助
、

多
計
知
、
後
に
楯
津
と
す
る
。
号
は
楯
斎
と
称
し
た
。
家
は
代
々
出
雲
大
社
の
社
家

で
あ
る
。
千
家
俊
信
、
本
居
内
遠
の
門
に
学
び
、
和
歌
を
よ
く
し
た
。
後
に
楯
廼
舎

塾
を
開
く
。
著
作
に
『
出
雲
風
土
記
仮
字
書
』
な
ど
が
あ
る
。

（
１７
）
鹿
島
本
家
か
ら
の
聴
取
に
よ
れ
ば
、
鹿
島
長
寿
は
鹿
島
本
家
の
十
代
目
で
あ
る
。

（
１８
）
小
谷
古
蔭
は
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
年
）
の
生
ま
れ
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八

一
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二
年
）
の
没
。
鳥
取
の
栗
谷
に
生
ま
れ
る
。
米
原
豊
秋
に
和
歌
を
学
ぶ
。
飯
田
秀
雄

が
そ
の
才
能
を
激
賞
し
、
加
納
諸
平
も
同
様
に
賛
嘆
す
る
。
弘
化
元
年
（
一
八
四
四

年
）、
紀
州
に
赴
き
、
加
納
諸
平
に
従
学
し
た
。
能
書
で
あ
っ
た
た
め
、『
鰒
玉
集
』

第
五
編
の
版
下
を
筆
写
す
る
。
三
年
の
滞
在
の
後
、
帰
国
し
た
。
音
楽
に
も
造
詣
が

あ
っ
た
た
め
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
年
）
七
月
の
内
侍
所
臨
時
の
神
楽
を
拝
聴
す

る
た
め
に
上
京
す
る
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）、
再
び
和
歌
山
に
赴
き
、
和
歌
山

藩
の
国
学
館
の
学
頭
代
と
な
る
。
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
年
）、
鳥
取
藩
に
よ
り
召
還

さ
れ
、
国
学
方
手
伝
と
な
る
。
文
久
元
年
（
一
八
六
一
年
）、
国
学
局
出
仕
と
な
る
。

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
年
）、
東
照
宮
二
百
五
十
年
忌
の
大
祭
に
関
わ
っ
て
、
音
楽
指

揮
方
と
な
る
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
年
）、
大
教
正
と
な
り
、
皇
学
寮
講
師
兼
音
楽

教
師
及
び
編
修
掛
を
命
じ
ら
れ
る
。
翌
年
、
神
務
局
神
事
掛
を
兼
務
す
る
。
翌
々
年
、

政
庁
に
出
仕
す
る
。
同
年
、
宇
部
神
社
の
祢
宜
と
な
る
も
、
後
に
辞
職
す
る
。
十
二

（
一
八
七
九
年
）
年
六
月
、
伯
州
会
見
郡
東
福
原
に
居
を
移
し
、「
六
杉
園
」
と
号
し

た
。
歌
集
に
『
六
杉
園
集
』
が
あ
る
。

（
１９
）
本
文
の
引
用
は
、
亀
井
森
主
編
『
台
湾
大
学
典
蔵
全
文
刊
本
１

長
澤
伴
雄
歌
文

集

絡
石
の
落
葉
』
第
一
巻
〜
第
三
巻
・
国
立
台
湾
大
学
図
書
館
（
二
〇
〇
八
年
）

に
よ
る
。

（
２０
）
こ
の
短
冊
帖
の
発
見
に
つ
い
て
は
『
山
陰
中
央
新
報
』（
鳥
取
版
）
二
〇
一
〇
年
三

月
一
六
日
付
、
な
ら
び
に
『
日
本
海
新
聞
』
二
〇
一
〇
年
四
月
六
日
付
な
ど
で
報
道

さ
れ
た
。

（
２１
）
梅
林
武
雄
校
訂
『
伯
耆
の
元
禄
旅
日
記

伯
陽
六
社
み
ち
の
記
』〔
伯
耆
文
庫
７
〕

今
井
書
店
（
一
九
八
九
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
２２
）
竹
内
時
安
斎
に
つ
い
て
は
、
芦
田
耕
一
「
奉
納
和
歌
の
世
界
」『
出
雲
文
化
圏
と
東

ア
ジ
ア
』
勉
誠
出
版
（
二
〇
一
〇
年
）
に
詳
し
い
。

（
２３
）
芦
田
耕
一
・
原
豊
二
・
山
崎
真
克
編
著
『『
類
題
八
雲
集
』─

翻
刻
・
解
説
と
作
者

索
引
』〔
私
家
版
〕（
二
〇
〇
九
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

〔
そ
の
他
の
参
考
文
献
〕

山
本
嘉
将
『
近
世
和
歌
史
論
』
文
教
図
書
出
版
（
一
九
五
八
年
）

辻
森
秀
英
『
近
世
後
期
歌
壇
の
研
究
』
桜
楓
社
（
一
九
七
八
年
）

『
鳥
取
藩
史
』
第
一
巻
（
一
九
六
九
年
）

〔
付
記
１
〕
本
稿
は
、
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
の
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
文
学
・

歴
史
関
係
資
料
の
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
要
木
純
一
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔
付
記
２
〕『
新
修
米
子
市
史
』
第
九
巻
・
資
料
編
・
近
世
二
（
二
〇
〇
二
年
）
に
は
、「
鹿
島

家
青
々
庵
書
画
帖
」
が
「
米
子
町
史
編
さ
ん
資
料
」「
米
子
市
役
所
蔵
」
と
し
て
翻
刻
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
書
画
帖
に
つ
い
て
は
現
在
調
査
中
で
あ
る
の
で
、
小
論
で
は
そ
の
こ
と
を
記
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

〔
付
記
３
〕
校
正
中
に
鹿
島
本
家
当
主
恒
勇
氏
か
ら
次
の
よ
う
な
知
識
を
得
た
。

五
代
長
智

嘉
永
二
年
十
一
月
六
日
没

七
代
長
常

天
保
八
年
五
月
二
十
九
日
没

八
代
長
好

万
延
元
年
八
月
十
四
日
没

九
代
長
行

明
治
二
十
七
年
十
二
月
二
十
九
日
没
（
六
十
二
歳
）

十
代
長
寿

昭
和
九
年
九
月
九
日
没
（
八
十
歳
）

－２３８－
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The poets in Yonago in the end of Edo era:
For a research of new discovered waka materials

in Kashima−Honke

HARA Toyoji

（Yonago National College of Technology）

〔A b s t r a c t〕

Recently many waka materials were discovered in Kashima−Honke. From these materials

we can understand the conditions of waka poems and poets in Yonago from the end of Edo

era to the first of Meiji era. Including the existing materials, I examine the conditions of them

in Yonago again, and I show the circumstances of the local waka poems and poets in the

end of early modern times.

Keywords：Yonago−kadan, Kashima−Honke, ruidai−wakashu, Kotani Furukage, Kurosawa Ok-

inamaro, Nagasawa Tomoo
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